
MAR．2000

催3月帆、
ノ
㌔

◎
、Nα586

発行宮崎県東臼杵郡東郷町・編集総務課TEL　69－3900
蹉1，1川1塵ll川川川「1川川Ill聖1川1幽IIIII川川lrl，川川rllll｝llrl川幽III，川lrllll圏1川IIIIIr川川IIIrll川川lr川幽ll，11川1｝川Ill川州川III川脚1川川閥川1塵川ll川，II，1川l18圏■幽1岡川1川1，II川rILII帥1川ll

』＼ル
きまでレ7ピ’一

二攣三
一

、
、

蚕
“

、｝・

　　し

　　し
　騒
げ鳩や

、

創

露
、
鰯　　　　　　㎎

　　　謬
噸

、

‘

・
滋ーン

婁

瀬
瀬
走
る
　
や
ま
め
う
ぐ
ひ
の

　
う
ろ
く
ず
の
美
し
き
春
の
山
ざ
く
ら
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

坪
谷
路
を
駆
け
る

　
ム
フ
年
で
ち
ょ
う
ど
2
0
回
目
と
な
る
牧

水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
牧
水
公
園

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
風
も
な
く
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
、
約
三
百
名
の
選
手
た
ち

が
、
早
春
の
坪
谷
路
を
駆
け
抜
け
ま
し

た
。
　
　
　
（
3
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ζ
一

こ口5，337人（2）

　男　2，497人（0）

女　2，840人（△2）

世帯数1，749戸（△2）

　平成12年2月1日現在

　　（）は対前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています
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牧
水
、
そ
し
て
故
高
森
文
夫
氏
へ

　　

@
思
い
を
語
る
（
第
4
回
若
山
牧
水
重
賞

　
今
年
で
4
回
目
と
な
る
若
山
牧
水

賞
（
主
催
”
若
山
牧
水
賞
運
営
委
員

会
宮
崎
県
・
宮
崎
県
教
育
委
員
会
・

宮
崎
日
日
新
聞
社
・
延
岡
市
・
東
郷

町
で
構
成
）
の
授
賞
式
が
2
月
8
日
、

宮
崎
市
の
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
、
歌
集
『
荘
漠
山
日
誌
』
で
受
賞
し

た
福
島
泰
樹
氏
（
東
京
都
台
東
区
在

住
）
に
松
形
祐
尭
宮
崎
県
知
事
か
ら

表
彰
状
や
副
賞
の
百
万
円
な
ど
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
授
賞
式
の
翌
日
（
9
日
）
に
は
、

延
岡
市
の
野
口
記
念
館
で
受
賞
記
念

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
牧

水
フ
ァ
ン
や
短
歌
愛
好
者
ら
約
6
5

0
人
が
詰
め
か
け
、
立
ち
見
が
で
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
本
町
か

▼記念講演会で披露した絶叫短歌

ら
も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
2
台
を
貸
し
切

る
な
ど
約
8
0
名
が
こ
の
記
念
講
演
会

に
参
加
、
福
島
氏
の
牧
水
や
短
歌
に

か
け
る
思
い
な
ど
予
定
時
間
を
超
え

る
講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
福
島
氏
が
こ
れ

ま
で
8
0
0
ス
テ
ー
ジ
を
こ
な
し
て

▲受賞歌集の「　漠山日誌」

の
福
島
泰
樹
氏
）

い
る
と
い
う
『
絶
叫
短
歌
』
を
披
露
、

そ
の
迫
力
に
会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち

か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。福

島
泰
樹
氏

　
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
歌
人
、
東
京
都
下
谷
の
法
昌
寺

住
職
。
昭
和
1
8
年
東
京
都
生
ま
れ
、

早
稲
田
大
学
文
学
部
西
洋
哲
学
科

卒
業
。

　
大
学
在
学
中
に
早
稲
田
短
歌
会

に
入
会
、
現
在
「
月
光
の
会
」
主
宰
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
国
際
作
家
会
議
コ
ン

ク
ー
ル
詩
人
賞
、
放
送
作
家
基
金

脚
本
賞
な
ど
を
受
賞
。

思
い
出
の
地
…

東
郷
町
を
散
策

　
記
念
講
演
会
の
あ
と
福
島
氏
は
関

係
者
と
共
に
、
若
山
牧
水
の
生
誕
地

で
あ
る
坪
谷
に
移
動
、
牧
水
公
園
内

の
コ
テ
ー
ジ
に
宿
泊
を
し
ま
し
た
。

　
翌
1
0
日
は
、
ま
ず
牧
水
が
卒
業
し

た
坪
谷
小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
朝
の
登
校
時
と
か
さ
な

り
、
玄
関
前
で
子
ど
も
た
ち
が
牧
水

の
歌
を
朗
詠
す
る
姿
を
感
慨
深
そ
う

に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
校
の
子
ど
も
た
ち
が
つ
く
っ

た
短
歌
を
読
ん
で
、
「
自
然
を
そ
の
ま

ま
に
表
現
し
、
韻
律
に
歌
っ
て
い
て
す
ば

ら
し
い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し

た
。　

続
い
て
訪
れ
た
牧
水
生
家
で
は
、

故
高
森
文
夫
氏
と
5
時
間
あ
ま
り
も

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
牧
水
や

中
原
中
也
、
短
歌
の
こ
と
に
つ
い
て

議
論
を
し
た
と
き
の
こ
と
を
懐
か
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
原
中
也
の
未
刊
詩
集

中
に
あ
る
「
材
木
」
は
、
高
森
文
夫
氏

と
町
内
を
散
策
中
に
生
ま
れ
た
詩

（
2
月
1
0
日
宮
崎
日
日
新
聞
：
牧
水

紀
行
）
で
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
羽
坂

の
福
田
製
材
所
や
故
高
森
文
夫
氏
宅

を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、
在
り
し
日

の
詩
人
中
原
中
也
、
そ
し
て
我
が
町

の
生
ん
だ
偉
大
な
詩
人
高
森
文
夫
氏

を
偲
ん
で
い
ま
し
た
。

▲牧水ヶ丘の歌碑前にて▲牧水生家にて▲高森秀さんと久しぶりの再会

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900（14）まで〉
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｝
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｝　
　
◎
国
内
最
大
級
の

　

　
　
　
森
林
組
合
誕
生
へ

一

　
耳
川
流
域
の
8
市
町
村
（
日
向

一
市
・
門
川
町
・
東
郷
町
・
南
郷
村
・
西

一
｝
郷
村
・
北
郷
村
・
諸
塚
村
・
椎
葉
村
）

｝
の
森
林
組
合
が
、
経
営
基
盤
の
強
化

署
は
か
る
・
と
な
ど
を
目
的
と
し

一
て
、
今
年
8
月
1
日
の
合
併
を
前
に

一9

　
1
月
2
4
日
、
本
町
議
場
に
お
い
て
予

罹
契
約
書
に
調
印
を
行
い
ま
し
た
．

7
あ
予
備
調
印
式
に
は
、
・
市
町

　村

ﾌ
森
林
組
ム
．
長
及
び
市
町
村
長
、

一
議
会
議
長
、

　
　
　
　
　
県
の
林
業
関
係
機
関
な

　
ど
の
関
係
者
ら
約
響
が
出
席
、
合

署
推
進
協
議
会
会
長
の
甲
斐
霧
諸

課
村
森
林
組
ム
．
長
の
あ
い
さ
つ
の

一
後
、
8
市
町
村
の
首
長
ら
の
立
ち
会

｝
い
で
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｝
耳
蝉
広
域
森
林
組
合
（
仮
称
）
が
誕

　
生
す
れ
ば
、
組
合
員
所
有
森
林
面
積

罰
素
材
取
扱
量
な
ど
で
県
下
だ
け
で

流
域
8
森
林
組
合
今
年
8
月
に

　
　
広
域
合
併
↑
月
2
4
日
予
備
契
約
に
調
印
）

下
く
、
全
国
規
模
で
も
第
・
位
と
な

署
見
込
み
で
、
最
要
の
林
業
を
担

｝
う
先
駆
的
な
森
林
組
合
と
し
て
そ
の

｝
取
り
組
み
が
お
お
い
に
期
待
さ
れ
て

｝
い
・
す
．

｝
ま
た
、
合
併
後
の
新
組
合
は
本
町

　内

ﾉ
踏
所
を
置
く
・
と
で
準
備
が

一
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
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▲広域合併予備契約後に各組馬長が握手

【
富
川
広
域
森
林
組
合
（
仮
称
）
の
概
要
】

▽
本
所
の
所
在
地
　
東
郷
町

▽
合
併
予
定
日
　
平
成
1
2
年
8
月
1

日
㈹

▽
事
業
総
収
益
　
3
、
3
6
8
、
4
0

2
千
円
（
県
下
第
1
位
）

▽
組
合
員
数
　
6
、
4
8
2
人
（
県
下

第
3
位
）

▽
組
合
員
所
有
森
林
面
積
　
ユ
0

7
、
9
5
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
　
（
全
国
第

1
位
）

▽
常
勤
役
職
員
数
　
9
2
名
（
全
国
第

1
位
）

▽
作
業
班
員
数
　
5
8
6
名
（
全
国
第

1
位
）

▽
素
材
取
扱
量
　
1
2
6
、
0
1
0

立
法
メ
ー
ト
ル
（
全
国
第
1
位
）

第
2
0
回
牧
水
惚
⊃
ド
し
D
ス
大
会

　
表
紙
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
各
種

目
ご
と
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　
宣
言
タ
イ
ム
走
・
個
人
の
部
2
㎞

1
位
　
竹
井
美
則
1
秒
差
（
日
向
市
）
、
2
位

稲
田
ち
ひ
ろ
3
秒
差
、
3
位
　
浜
辺
大
地
4

秒
差

　
宣
言
タ
イ
ム
走
・
親
子
の
部
2
㎞

1
位
　
三
浦
映
子
・
俊
豪
1
1
秒
差
、
2
位

菊
池
伸
裕
・
裕
一
郎
・
純
一
郎
1
7
秒
差
、
3

位
赤
木
陽
一
・
淳
↓
2
8
秒
差

☆
小
学
生
3
年
男
子
の
部
2
㎞

1
位
　
首
相
一
馬
7
分
5
5
秒
（
日
向
市
）
、
2

位
安
藤
和
宏
8
分
1
4
秒
（
門
川
町
）
、
3
位

黒
木
泰
州
8
分
2
2
秒

☆
小
学
生
3
年
女
子
の
部
2
㎞

1
位
　
森
崎
聖
奈
8
分
1
5
秒
間
綾
町
）
、
2
位

瀬
ノ
ロ
舞
8
分
4
0
秒
（
門
川
町
）
、
3
位
　
那

須
萌
美
8
分
5
3
秒
（
日
向
市
）

☆
小
学
生
4
年
男
子
の
部
2
㎞

1
位
　
黒
木
周
平
7
分
5
5
秒
、
2
位
　
橋
口

大
地
8
分
1
3
秒
（
日
向
市
）
、
3
位
　
菊
池
建▲レース終盤の競り合い

人
8
分
1
3
秒

☆
小
学
生
4
年
女
子
の
部
2
㎞

1
位
　
瀬
之
口
か
な
8
分
2
3
秒
（
門
川
町
）
、

2
位
　
木
村
か
さ
ね
8
分
3
6
秒
（
日
向
市
）
、

3
位
　
黒
木
優
9
分
8
秒

☆
小
学
生
5
年
男
子
の
部
2
㎞

1
位
　
黒
木
竜
太
7
分
4
7
秒
、
2
位
　
寺
原

翔
太
8
分
1
1
秒
（
日
向
市
）
、
3
位
　
植
野
瞬

8
分
1
7
秒

☆
小
学
生
5
年
女
子
の
部
2
㎞

1
位
　
児
玉
直
子
7
分
4
8
秒
（
日
向
市
）
、
2

位
柏
田
侑
香
7
分
5
7
秒
（
日
向
市
）
、
3
位

中
原
い
つ
み
8
分
1
2
秒
（
日
向
市
）

☆
小
学
生
6
年
男
子
の
部
2
㎞

1
位
　
黒
住
真
也
7
分
1
3
秒
（
新
富
町
）
、
2

位
水
尾
慎
吾
7
分
2
6
秒
、
3
位
場
崎
寛

之
7
分
4
1
秒
（
日
向
市
）

☆
小
学
生
6
年
女
子
の
部
2
㎞

1
位
　
松
岡
亜
矢
乃
8
分
0
2
秒
（
日
向
市
）
、

2
位
　
那
須
安
由
子
8
分
1
2
秒
（
日
向
市
）
、

3
位
　
石
田
侑
子
8
分
5
0
秒

☆
中
学
生
女
子
の
部
3
㎞

1
位
　
森
崎
わ
か
な
1
2
分
8
秒
（
綾
町
）
、

2
位
　
菊
谷
麻
衣
1
4
分
2
秒
、
3
位
　
甲

斐
華
栄
1
4
分
1
4
秒

☆
中
学
生
男
子
の
部
5
㎞

1
位
　
森
崎
一
志
1
9
分
1
0
秒
（
綾
町
）
、
2
位

甲
田
隆
幸
1
9
分
4
0
秒
（
西
郷
村
）
、
3
位
和

田
一
馬
1
9
分
5
8
秒

☆
一
般
女
子
の
部
3
㎞
（
3
9
歳
以
下
）

1
位
　
喜
多
羅
江
理
子
1
6
分
6
秒
（
延
岡
市
）

☆
　
般
女
子
の
部
3
㎞
（
5
9
歳
以
下
）

1
位
牧
口
美
津
枝
1
5
分
6
秒
（
延
岡

市
）
、
2
位
　
太
鼓
房
江
1
5
分
3
1
秒
（
え
び
の

市
）
、
3
位
　
塩
月
英
子
1
5
分
5
2
秒

☆
一
般
女
子
の
部
3
㎞
（
6
0
歳
以
上
）

1
位
　
福
田
ヨ
シ
子
1
5
分
3
8
秒
（
小
林
市
）

☆
一
般
女
子
の
部
5
㎞
（
3
9
歳
以
下
）

1
位
　
鬼
塚
優
子
2
2
分
9
秒
（
延
岡
市
）
、
2

位
都
甲
由
喜
美
2
5
分
3
8
秒

☆
］
般
女
子
の
部
5
㎞
（
4
0
歳
以
上
）

1
位
　
黒
木
絹
子
2
2
分
2
8
秒
、
2
位
　
黒
木

喜
美
子
2
6
分
2
6
秒
（
日
向
市
）

☆
一
回
男
子
の
部
5
㎞
（
2
9
歳
以
下
）

1
位
　
鈴
木
聖
司
1
7
分
2
5
秒
（
日
向
市
）
、
2

位
那
須
良
丞
2
1
分
2
1
秒

☆
一
般
男
子
の
部
5
㎞
（
3
9
歳
以
下
）

1
位
　
平
川
英
司
1
6
分
4
8
秒
（
延
岡
市
）
、
2

位
　
岩
崎
俊
彦
1
7
分
2
3
秒
（
延
岡
市
）
、
3
位

甲
斐
善
行
1
8
分
5
3
秒
（
諸
塚
村
）

☆
一
般
男
子
の
部
5
㎞
（
4
9
歳
以
下
）

1
位
　
若
本
彰
己
1
9
分
2
8
秒
（
日
向
市
）
、
2

位
村
中
栄
一
2
0
分
5
秒
（
日
向
市
）
、
3

位
那
須
春
喜
2
1
分
2
0
秒

☆
↓
般
男
子
の
部
5
㎞
（
5
9
歳
以
下
）

1
位
　
斉
藤
和
洋
1
8
分
1
4
秒
（
小
林
市
）
、
2

位
平
野
英
喜
1
8
分
4
5
秒
（
佐
土
原
町
）
、
3

位
高
牟
礼
義
行
1
9
分
3
8
秒
（
延
岡
市
）

☆
↓
般
男
子
の
部
5
㎞
（
6
0
歳
以
上
）

1
位
　
宮
本
東
2
0
分
0
秒
（
日
向
市
）
、
2

位
　
甲
斐
義
人
2
1
分
3
2
秒
（
高
千
穂
町
）
、
3

位
　
河
野
泰
廣
2
1
分
5
9
秒
（
日
向
市
）

☆
一
般
男
子
の
部
1
0
㎞

1
位
　
飛
翔
祐
治
3
6
分
2
3
秒
（
都
城
市
）
、
2

位
　
岩
田
廣
俊
3
9
分
1
5
秒
（
門
川
町
）
、
3
位

仲
村
康
行
3
9
分
2
8
秒
（
宮
崎
市
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　　　輌どうごり④

わ
が
町
の
青
年
活
動
の
現
状

　
現
在
、
町
青
年
団
員
数
は
8
0
名
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
青
年
団
活
動
へ
の
関
心
も
薄
れ
、
若
い
人

た
ち
の
青
年
団
離
れ
が
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
明
治
4
0
年
（
1
9
0
7
年
）
頃
の
若
連
中
と
称
し
て
い
た
時
代
か
ら
、
青
年
会
、

東
郷
村
連
合
青
年
会
と
名
前
を
変
え
、
昭
和
2
3
年
（
1
9
4
8
年
）
に
｝
時
、
発
展
的
解
散
（
各
地
区
こ
と

に
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
結
成
）
を
し
た
も
の
の
、
昭
和
2
5
年
4
月
に
再
び
東
郷
村
青
年
団
協
議
会
を
結

成
し
て
青
年
団
本
来
の
活
動
を
開
始
、
以
来
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
こ
の
長
い
歴
史
を
持
つ
青
年
団
活
動
を
何
と
か
維
持
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
活

動
を
続
け
て
い
る
町
内
の
青
年
団
員
3
人
に
「
青
年
団
活
動
の
現
状
と
今
後
の
展
望
』
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
郷
町
青
年
団
協
議
会

会
長
矢
野
貴
之

　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
田
）

　
東
郷
町
青
年
団
協
議
会
会
長
に

な
っ
て
1
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
結
構
楽
し
ん
で
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
数
年
前
と
す
る
と
イ
ベ

ン
ト
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
）
は
減
り
ま
し
た
が
、
そ

の
ぶ
ん
違
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
9
月
に
は
、
東
郷
町
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
町
内
の

青
年
団
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、
2
月
に
は
東
臼
杵
郡
内
の
青
年

（
郡
外
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
）
と

県
内
の
国
際
交
流
員
を
集
め
て
牧
水

公
園
で
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
が
少
な
い
こ
と

で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
忙
し
い

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
青
年
団
と

い
う
と
何
か
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

青
年
団
員
減
少
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
逆
に
う
れ
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
役
員
が
率
先

し
て
地
区
の
青
年
を
巻
き
込
ん
で
活

動
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
現
に
1

月
に
開
催
さ
れ
た
東
臼
杵
郡
青
年
駅

伝
大
会
で
は
、
青
年
会
員
数
減
少
の

中
、
早
い
時
期
に
選
手
確
保
に
取
り

組
ん
だ
甲
斐
も
あ
り
準
優
勝
と
い
う

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
な

か
な
か
人
を
動
か
す
と
い
う
の
は
難

し
い
も
の
で
す
。

　
今
後
の
青
年
団
の
目
標
は
、
高
校
、

大
学
等
を
卒
業
し
て
地
元
に
残
っ
て

い
る
人
を
青
年
団
活
動
に
誘
い
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
て
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
よ
う
な
お
も
し
ろ
い
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

「
な
ん
か
し
ち
、
望
み
う
か
い
」
「
刺
激

が
ほ
し
い
」
と
い
う
3
5
歳
未
満
の
人

は
東
郷
町
青
年
団
協
議
会
に
入
っ
て

“
な
ん
か
お
も
し
れ
一
こ
つ
”
し
ち
え

み
ら
ん
け
～
。

の矢野貴之さん

じ
隆
会

　
年

　
青

　
町

　
　
▲

東
臼
杵
青
年
団
協
議
会

　
事
務
局
長
片
江
豊
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坪
谷
）

　
青
年
団
と
い
う
組
織
（
一
種
の
特

異
性
を
持
つ
集
団
）
は
、
い
っ
た
い
何

時
頃
歴
史
上
に
出
た
の
だ
ろ
う
？

　
ち
な
み
に
本
町
青
年
団
は
、
明
治

44

N
に
村
連
合
野
年
会
と
し
て
組
織

さ
れ
、
戦
後
昭
和
2
5
年
に
村
青
年
協

議
会
を
結
成
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
長
い
年
月
を
経
て
脈
々
と
続
い

て
い
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
が
青
年
活
動
に
ふ

れ
た
の
は
、
昭
和
6
3
年
頃
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
坪
谷
で
青
年

団
が
再
結
成
さ
れ
て
数
年
し
か
経
っ

て
い
な
い
頃
に
、
意
気
盛
ん
な
自
分

自
身
の
勢
い
も
手
伝
っ
て
、
反
強
制

的
に
加
入
さ
せ
ら
れ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
、
彼
ら

と
の
付
き
合
い
は
続
い
て
お
り
、
年

齢
差
を
超
え
た
深
い
交
宜
を
暖
め
て

い
ま
す
。
青
年
の
一
員
で
あ
る
私
の

原
点
は
、
あ
の
時
の
一
杯
の
ビ
ー
ル
と
め

ぐ
り
合
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
私
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に

青
年
団
に
入
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
連
帯
感
が
希
薄
と

な
り
、
個
人
の
自
由
を
尊
重
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
会
員
の
減
少
の
一

因
は
、
こ
こ
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

世
の
中
が
多
様
化
し
た
上
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
何
某
と
言
っ
た
問
題
も
起
こ

り
、
社
会
が
本
来
持
っ
て
い
る
集
団

性
と
か
仲
間
意
識
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
が
証
拠
で
し
ょ
う
。

　
今
後
、
青
年
団
が
存
続
し
て
い
く

に
は
、
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
P

　
私
が
思
う
に
は
、
と
り
あ
え
ず
自

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
愛
し
、

そ
の
地
の
中
で
自
分
の
置
か
れ
た
位

置
を
認
識
し
、
何
を
す
べ
き
か
を
考

え
る
こ
と
で
す
。
地
域
に
貢
献
と
い

う
言
葉
は
聞
こ
え
は
い
い
で
す
が
、

ま
ず
そ
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
ち
っ

ぽ
け
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。

そ
の
行
動
の
束
が
青
年
団
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
若
者
同
士
、
み
ん
な
で
ハ
ッ
ピ
ー

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
》

総懸
　　▲郡青年事務局長

　　　片江豊春さん
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東
臼
杵
青
年
団
協
議
会

　
　
　
会
長
海
野
芳
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
表
）

　
私
は
今
、
東
臼
杵
郡
の
青
年
団
連

絡
協
議
会
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
は
、
青
年
団
の
活
動
も
、
個
人
の

行
動
範
囲
の
広
が
り
や
交
通
手
段
の

発
達
、
職
場
の
分
散
、
交
友
関
係
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
縮
小
化
、
参
加
人

数
の
減
少
等
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
そ
れ
は
僕
か
ら
言
わ
せ
て

も
ら
え
ば
、
当
た
り
前
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
宮

崎
県
の
青
年
団
協
議
会
と
い
う
上
部

団
体
が
宮
崎
の
青
島
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
の
会
議
に
出
席
す
る
機
会
が

あ
る
の
で
す
が
、
「
団
員
が
少
な
く

な
っ
た
」
と
か
「
活
動
が
盛
ん
じ
ゃ
な

く
な
っ
た
」
な
ん
て
悩
ん
だ
り
、
各
青

年
団
で
集
ま
っ
て
う
ん
う
ん
喩
っ
て

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
議
論

も
必
要
な
の
か
な
と
考
え
た
り
し
ま

す
が
、
こ
れ
じ
ゃ
参
加
し
て
く
れ
る

団
員
は
も
っ
と
つ
ま
ら
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
は
止
め
ら
れ

な
い
こ
と
の
一
つ
で
す
、
い
つ
ま
で

も
昔
の
青
年
団
じ
ゃ
お
か
し
い
。

　
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
、
な
ん
た

る
こ
と
か
、
消
極
的
だ
と
か
、
や
る
気

の
な
い
と
か
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
少
な
く
と
も
僕
の
感
想
で
す
。
会

長
は
今
年
で
2
年
目
で
す
が
、
会
長
と

い
っ
て
も
今
は
な
か
な
か
な
り
手
が
い
な

い
た
め
、
な
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
に
な
れ

ま
す
。
今
は
そ
ん
な
も
の
で
す
。

　
若
者
は
今
か
ら
の
時
代
の
リ
ー

ダ
ー
だ
と
思
っ
て
い
る
理
解
力
の
あ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
、
「
今
時
の
若
い
者
は
」

「
俺
た
ち
の
若
い
頃
は
」
「
若
者
の
や

る
こ
つ
は
」
な
ん
て
】
三
口
わ
れ
ま
す
が
、

そ
ん
な
に
今
の
若
者
は
頼
り
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は

「
最
近
の
若
者
は
な
っ
て
い
な
い
」

と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
古
代
エ
ジ
プ

ト
の
文
字
を
解
読
し
て
み
た
ら
そ
ん
な

内
容
の
記
述
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
数

千
年
前
も
現
代
も
年
寄
り
は
若
者
に

向
か
っ
て
同
じ
こ
と
を
言
う
ら
し
い
。

　
1
月
3
0
日
に
東
臼
杵
郡
駅
伝
大

会
、
2
月
5
日
に
国
際
交
流
員
郡
内

青
年
団
と
の
研
修
パ
ー
テ
ィ
等
を
企

画
し
駅
伝
大
会
で
は
1
町
村
を
除
く

す
べ
て
の
町
村
が
駅
伝
に
参
加
、
全

チ
ー
ム
完
走
、
東
郷
町
は
2
位
と
大

健
闘
で
し
た
。
研
修
パ
ー
テ
ィ
で
は

20

l
を
超
え
る
国
際
交
流
員
、
郡
内

外
の
青
年
の
参
加
が
あ
り
総
勢
1
0

0
名
近
く
が
集
ま
り
楽
し
い
時
間
が

過
ご
せ
ま
し
た
。

　
青
年
団
は
、
消
防
団
、
婦
人
会
、
育

成
会
、
地
域
活
動
の
基
礎
と
な
る
の

だ
と
思
う
の
は
僕
だ
け
で
し
ょ
う

か
P
　
活
動
が
地
域
の
活
力
と
な
る

と
思
う
の
で
す
が
。

　
ど
う
か
青
年
団
を
温
か
く
見
守
っ

，

て
く
だ
さ
い
、
そ
し
て
あ
な
た
の
家

や
隣
の
家
に
暇
そ
う
に
し
て
い
る
若

者
が
い
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
青
年
団
に

参
加
す
る
よ
う
に
声
を
か
け
て
や
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
僕
も
も
う
青
年
と
は
あ
ま
り
言
え

な
い
年
に
な
り
ま
し
た
、
い
つ
「
近
頃

の
若
者
は
」
と
言
い
出
す
か
わ
か
っ

た
も
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
す

ぐ
言
い
出
す
前
の
遺
言
に
。影

　
以
上
、
青
年
団
の
第
一
線
で

活
動
し
て
い
る
3
人
に
率
直

な
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
の
ず

、
れ
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
、
2
1
世

紀
に
向
け
何
と
か
前
向
き
に

青
年
活
動
を
展
開
し
て
い
こ

う
と
努
力
し
て
い
る
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
今
後
の
青
年
活
動
の
飛
躍

を
多
い
に
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

▲東臼杵青年団の会長を務める

海野芳彦さん（写真右）

ソ　　　ノ　唄　　入． ノ　ヒ」　イコ　易＼

　　　　今年も準優勝ノ～東臼杵郡青年団駅伝大会～

　今年で42回目を迎える東臼杵郡青年団駅伝大会が、牧水公園スタート～西郷村ニューホープセンター

ゴールの9区間（25．3km）に12チーム（オープン参加3チーム）が参加して行われました。本町は昨年、

過去最高の2位に入り、今年こそ悲願の初優勝めざして早い段階から練習に取り組み大会に臨みました。

　レースは前半から連覇をねらう門川町が飛び出し、本町も3区で2位に順位を上げて一時はトップとの

差を1分近くまで詰めるなど、昨年のタイムを上回る結果を出しましたが、今年も門川町にあと一歩及ばず

2位に終わりました。結果は次のとおりです。

（個人成績）

／や裂
▲区間賞の走りで追い上げたアンカーの古川道広さん

区間 選　　手　　名 距離 タイム 区間順位

1区 黒木紀美代（寺迫） 1．3 6分3秒 3位

2区 菊池大輔（鶴野内） 2．7 10分2秒 4位

3区 水野　歩（仲深） 3．3 11分58秒 3位

4区 三浦岳史（坪谷） 1．8 6分49秒 3位

5区 海野道明（越表） 3．6 12分32秒 2位

6区 海野達也（坪谷） 4．2 14分55秒 3位

7区 井伊史彦（坪谷） 3．6 12分40秒 2位

8区 那須良日（羽坂） 2．7 11分57秒 7位

9区 古川道広鶴野内） 2．1 8分8秒 1位

（全体成績）

顧位

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

第6位

第7位

第8位

第9位

町村名

門川町

東郷町

北方町

諸塚村

西郷村

椎葉村

北川町

北浦町

南郷村

タ　イ　ム

1時間32分47秒

1時間35分4秒

1時間39分26秒

1時間40分28秒

1時間40分57秒

1時間41分47秒

1時間51分45秒

2時間1分54秒

2時間4分17秒

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　　　弱8ご’り⑥

夢＝認定農業者×農業

今月は田野の田中保雄さんに

お話しを伺いました。

○
現
況
と
今
後
の
経
営

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
中
心
と

し
て
水
稲
と
の
複
合
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
機
械
銀
行
に
所

属
し
農
作
業
を
受
託
す
る
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
一
人
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
経
営
規
模
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
三
棟
と
水
稲
＝
二
〇
ア
ー
ル
を
妻

と
二
人
で
飼
育
・
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
専
業
農
家
に
な
る
前
は
大
工
を
し

て
お
り
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
は
じ
め
た

昭
和
5
4
年
か
ら
本
格
的
に
農
業
へ
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
常
に
仲
間

と
の
交
流
や
情
報
交
換
等
の
中
で
技
術

を
磨
き
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
始
め
た
当
時
は
飼
育
技
術
や
知
識

が
無
く
苦
労
を
し
ま
し
た
。
台
風
の

襲
来
、
ト
リ
の
改
良
に
よ
り
も
と
め

嘆願
ら
れ
る
高
度
な
飼
育
技
術

の
体
得
な
ど
の
不
安
と
同

時
に
、
経
営
へ
の
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か

こ
れ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ト
リ
の
観
察
は
も
と
よ

り
自
分
の
努
力
次
第
で
経

営
が
良
く
な
る
こ
と
、
こ

れ
が
今
ま
で
継
続
で
き
た

要
因
，
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　

今
後
は
現
在
の
規
模
を

維
持
し
な
が
ら
、
他
の
作

目
に
も
色
々
と
挑
戦
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
に
、
後

継
者
と
し
て
息
子
が
お
り
ま
す
が
、

一
緒
に
農
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
農
業
に
や
り
甲
斐
も
出
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ま
だ
農
業
を
勉
強
し
な

が
ら
皆
さ
ん
方
と
共
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
腕
に
自
信
を
持
ち
、
各
地
で
家
を

建
築
す
る
な
ど
十
四
年
間
大
工
と
し

て
働
い
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
の
家

で
何
か
出
来
な
い
か
と
始
め
た
の
が

ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
で
し
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
取
り
組
み
は

じ
め
、
年
間
一
二
七
千
羽
を
出
荷
し

て
い
る
田
中
保
雄
さ
ん
で
す
。

　
現
在
の
経
営
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
三
棟

と
水
稲
＝
二
〇
ア
ー
ル
の
複
合
経
営

で
す
が
、
以
前
は
水
田
の
耕
起
・
田

植
え
・
収
穫
作
業
を
七
〇
〇
ア
ー
ル

程
度
の
受
託
作
業
を
し
て
い
た
と
、

当
時
の
思
い
出
を
懐
か
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
機
械
銀
行
の
会
員
で
仲
間

と
一
緒
に
受
託
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
始
め
た
当
時
は
、

飼
育
技
術
も
無
く
会
社
の
技
術
員
の

指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

技
術
員
も
現
場
で
の
実
務
の
無
い
技

術
員
で
あ
っ
た
た
め
、
成
績
も
上
が

ら
ず
苦
労
が
多
か
っ
た
と
話
さ
れ
、

そ
の
後
は
仲
間
同
志
で
勉
強
し
、
ま

た
互
い
の
情
報
等
で
飼
育
技
術
向
上

を
図
り
、
現
在
は
ト
リ
の
発
育
状
況

を
見
れ
ば
、
そ
の
ト
リ
の
状
態
が
わ

か
る
高
い
技
術
を
身
に
付
け
て
お
ら

れ
ま
す
。
生
き
物
は
能
書
き
ど
お
り

に
は
い
か
な
い
。
そ
の
と
き
の
環
境

で
常
に
変
化
す
る
、
そ
の
見
定
め
が

肝
心
で
あ
る
と
、
自
信
に
満
ち
た
言

葉
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
奥
さ
ん
の
小
代
子
さ
ん
も
同
時
に

飼
育
に
携
わ
り
、
よ
い
意
味
で
喧
嘩

も
し
、
議
論
も
し
た
と
笑
顔
で
話
さ

れ
る
顔
に
は
、
互
い
の
信
頼
感
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
家
族
は
子
供
四
人
を
含
め
て
八
人

で
、
後
継
者
の
長
男
は
園
芸
関
係
の

仕
事
に
就
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
保
雄
さ
ん
の
夢
は
、
子
供
が
後
を

継
い
で
一
緒
に
農
業
を
や
る
こ
と
、

奥
さ
ん
は
と
聞
く
と
主
人
と
同
じ
で

す
と
即
答
の
言
葉
が
返
り
、
夫
婦
同

じ
思
い
を
持
ち
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

に
感
心
し
ま
し
た
。
自
然
を
相
手
に

や
る
農
業
は
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
う

勇
気
と
、
そ
の
自
然
の
諸
条
件
を
如

何
に
自
分
の
も
の
に
す
る
か
工
夫
し

て
こ
そ
楽
し
み
の
あ
る
農
業
経
営
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
保
雄
さ
ん
の
昔

の
き
ね
づ
か
（
大
工
）
が
役
立
ち
、
二

人
の
情
熱
で
夢
も
実
現
で
き
る
と
思

い
な
が
ら
、
鶏
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。
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畜
産
だ
よ
り

　
1
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
セ
リ
市
（
1
月
期
）
4
6
頭

　
雌
平
均
4
1
4
、
6
3
3
円

　
去
勢
平
均
　
4
2
6
、
3
3
8
円

　
合
計
平
均
　
4
2
1
、
7
5
8
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
鶴
野
内
　
伊
東
健
児
　
だ
い
に
ち
3
4
号

　
血
統
　
福
桜
・
糸
秀
・
糸
晴

　
3
3
8
日
令
　
3
5
0
㎏

　
　
　
　
1
、
0
0
6
、
9
5
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
田
野
　
那
須
楠
男
　
鯉
太
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
晴
・
糸
波

　
2
9
1
日
令
3
4
5
㎏

　
　
　
　
　
　
5
5
2
、
3
0
0
円

児
湯
郡
セ
リ
市
（
1
月
期
）
1
4
頭

　
雌
平
均
4
2
0
、
1
7
5
円

　
去
勢
平
均
　
4
8
7
、
5
9
3
円

　
合
計
平
均
　
4
5
8
、
7
0
0
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
庭
田
　
黒
木
サ
キ
子
　
み
き
こ
ひ
め
号

　
血
統
　
安
平
・
誠
隆
・
糸
弘
2

　
3
3
1
日
令
　
3
4
8
㎏

　
　
　
　
　
　
5
2
5
、
0
0
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
庭
田
　
黒
木
慶
喜
　
慶
平
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
秀
・
隆
美

　
2
7
5
日
令
　
2
8
3
㎏

　
　
　
　
　
　
6
3
1
、
0
5
0
円

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉

　　　　　　　　⑦耀ど弓ご’り

繕まちのアルバム
ぜノレぬ　な　ピ

欝1編儲意鷹蕪藩論

延岡市のカルチャープラザのべおかで開催された、平

戎12年東臼杵支会新有権者意見発表大会に本町代表と

ンて、今年成人式を迎えた羽坂の寺原昌伸さん（20歳）

旧銭無25利百
　延岡市のカルチャープラザのべおかで開催された、平

成12年東臼杵支会新有権者意見発表大会に本町代表と

して、今年成人式を迎えた羽坂の寺原昌伸さん（20歳）

が出場しました。

　寺原昌伸さんは「有権者として」と題して、現在の自分

の仕事に対する思い、そして将来の夢などを約7分間に

わたって発表しました。

　厳粛な雰囲気の中、終始堂々とした態度で発表し、会

場に訪れた観衆から盛んな拍手が送られていました。

■　　1，ll．

竹馬つくりに挑戦

嶋

　　　　　■　　　・■　　　　，顧■　　■・　　，r■　　，．1「閥　　　，■■，●“欄

1月21日㈲
畢．

内保育園では、園児と鶴野内地区のふれあいサロン
人会（会長那須幸雄さん）がこのほど交流会を行い

む

中はおゆうぎ会を開催、園児たちが日頃練習したお
や歌、ハンドベルの演奏などを披露、大きな拍手を
いました。

て午後は、おじいちゃんたちと竹馬つくりに挑戦。

に工具は使いこなせず、おじいちゃんたちの手さば
っと食い入るように見つめていました。竹馬ができ
れ先に乗ろうと挑戦しましたが、なかなか思うよう
かず、おじいちゃんたちから手取り足取り指導を受
ました。

日は北風の吹く寒い一日でしたが、保育園内はそん

も感じさせない元気な子どもたちの声が響きわ
いました。

野
老
た
前
ぎ
て
し
が
じ
わ
い
い
の
さ
て

鶴
び
し
午
う
け
そ
す
を
と
は
て
こ
寒
つ

　
及
ま
　
ゆ
受
　
さ
き
る
に
け
　
な
た

！凋唾
む
翰

脚嗣鱒即　9，■　　，，■9。哺　，o■闘

鞭。㎜．…輔”欄，■llOl，，■lll髄■■11■19■酔■1■■09．■1幽幽。，■■Olll，．oo開。，■“

…
ト

一轍

子どもの声を聞く会1月27日

　第3回『子どもの声を聞く会』が、今年から会場を町総合文

化センターポールに移して開催されました。会ではまず、善行児

童・生徒及び団体の表彰が行われ、各方面で功績のあった個

人の部5名、団体の部2団体の表彰が行われました。

　続いて行われた意見発表の部には、各小中学校の代表10

人（小学生7人・中学生3人置が出場、あらかじめ与えられ

た『私の夢』『こんな町にしたい』など、7っのテーマの中か

らそれぞれが選んだテーマに従い発表を行いました。

　21世紀を担う子どもたちの『声』を聞こうと会場には約250人

　　　が訪れていましたが、子どもたちの斬新な発想や素晴ら
さげ

幽し麟度にとても感ひしていた様子軌

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
誤
作
動
も
な
く

二
千
年
明
け
ゆ
く
初
日
尾
根
に
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

進
み
ゆ
く
時
の
流
れ
か
懐
か
し
き

餅
掲
く
音
も
絶
え
て
久
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

変
動
の
世
を
生
き
つ
ぎ
て
誤
作
動
を

恐
れ
つ
つ
二
千
年
の
夜
明
け
を
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

湿
り
持
つ
畑
隅
の
土
に
広
が
れ
る

仏
の
座
は
蕾
は
ぐ
く
む

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

初
春
に
す
が
し
き
雨
の
降
り
始
め
て

畑
の
若
菜
の
み
ど
り
勢
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

吾
が
生
の
卒
論
は
い
ま
だ
未
完
に
て

迷
ひ
迷
ひ
て
日
々
を
生
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

七
十
年
生
き
て
迎
へ
し
年
の
暮
れ
の

輝
く
夕
日
心
に
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

久
方
に
帰
り
来
し
娘
と
床
並
べ

寝
ぬ
る
を
見
れ
ば
亡
き
夫
に
似
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

要
介
四
四
と
認
定
さ
れ
し
妻
吾
は

財
政
の
行
方
を
危
惧
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

雨
の
ひ
と
日
部
屋
の
片
付
け
に
過
ご
し
つ
つ

満
州
の
写
真
幾
枚
か
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

根
子
缶
を
仰
ぎ
見
つ
つ
い
て
吾
は

異
国
に
来
る
思
ひ
の
湧
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

先
生
と
友
ら
と
和
む
忘
年
会

過
ぎ
ゆ
く
年
に
悔
い
残
る
亡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

正
月
を
帰
る
こ
と
な
き
孫
子
ら
の

幸
祈
る
う
ぶ
す
な
の
宮
に

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

二
度
三
度
妻
の
蒔
き
た
る
白
菜
は

巻
き
固
く
し
て
霜
の
覆
へ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

血
圧
も
糖
も
数
値
に
異
常
な
く

新
し
き
年
に
心
の
勢
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　　　　⑨鵜8ご’り

図書利用カードの申し込み受付が開始されまず

　現在、鶴野内の道の駅「とうこう」の一角に建設中の東郷町交流研修施設には、図書室が開設されます。

　この図書室は、管理をコンピュータ化することにより、利用者の利便性を向上させることにしています。また、

この図書室では本を貸し出しするとき「利用者カード」が必要になります。

　開館当初は、混雑が予想されますので、開館前にカードを作成し利用者の皆さんが、最初に本を借りる際に配布

することにしています。

　つきましては、保育園児、幼稚園児、小学生、中学生（3年生を除く）以外でカードの作成を希望される方は、

次の方法で手続きをしてください。

　なお、開館後も随時、交流研修施設で「図書利用者カード」の作成は行いますが、カード交付には時間がかかり

ますのでご注意下さい。

◆申込期間

◆申込先
◆申込方法

平成12年2月25日箇～3月13日差月〉

東郷町教育委員会

「図書利用カード申込書」を教育委員会に

準備しておりますので、教育委員会まで

お申し里下さい。

第12回県北移動美衛展が次の日程で開催

されます。本鴎からも3人の方が出韻し
ていますので、是非こ鑑賞下さい。

・3月11日～14日　北浦町中央公民館

・3月田日～20日延岡総合文化センター

・3月25日～26日　西郷村ニューホープ

　　　　　　　　　　センター

ー
表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説
－

　
瀬
瀬
走
る
　
や
ま
め
う
ぐ
ひ
の

　
　
　
う
ろ
く
ず
の

　
　
美
し
き
春
の
　
山
ざ
く
ら
花

　
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
南
部
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
（
道
の
駅
「
と
う
こ

う
」
の
一
角
に
建
設
）
に
あ
る
歌
碑

で
、
平
成
十
｝
年
三
月
に
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
「
山
ざ
く
ら
」
と
題
し
て

「
三
月
よ
り
四
月
初
め
に
か
け
天
城

山
の
北
西
な
る
湯
ヶ
島
温
泉
に
遊

ぶ
。
付
近
の
渓
よ
り
山
に
山
桜
甚
だ

多
し
、
日
毎
に
詠
み
い
で
た
る
を

此
々
に
ま
と
め
つ
。
」
と
前
書
き
の
あ

る
連
作
二
十
三
首
の
中
の
一
首
で
、

第
十
四
歌
集
『
山
ざ
く
ら
の
花
』
に
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歌
は
、
「
や
ま
め
う
ぐ
い
（
イ
ダ
）

な
ど
の
魚
が
美
し
い
色
を
帯
び
る
春

（
産
卵
期
の
春
に
は
腹
部
の
色
が
特

に
鮮
や
か
に
な
っ
て
く
る
）
に
咲
く

山
ざ
く
ら
花
の
美
し
い
こ
と
よ
」
と

い
う
意
味
で
、
直
接
に
山
桜
を
讃
え

る
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
ま

め
う
ぐ
い
の
美
し
さ
で
も
っ
て
山
ざ

く
ら
の
花
の
美
し
さ
を
詠
ん
で
い
ま

す
。　

牧
水
は
山
ざ
く
ら
の
花
が
好
き

で
、
花
の
咲
く
頃
に
な
る
と
毎
年

湯
ヶ
島
に
行
っ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
湯
ヶ
島
の
桜
は
坪
谷
の
桜
で
あ

り
、
「
瀬
瀬
走
る
や
ま
め
う
ぐ
ひ
は
」

は
坪
谷
川
の
や
ま
め
、
う
ぐ
い
で
あ

る
と
言
っ
て
い
る
研
究
家
も
い
ま

す
。　

牧
水
は
、
酒
の
歌
人
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
山
桜
の
花
を
好

み
、
有
名
な
山
ざ
く
ら
の
歌
も
あ
る

こ
と
か
ら
桜
の
歌
人
”
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
（
東
郷
町
内
歌
碑
め

ぐ
り
）

都

甲

欣

＿」

介護保険制度解説⑭

　介護予防・生活支援のためのサービス

　介護保険では高齢者が、できる限り寝たきりなどの要介

護状態に陥ったり、状態がさらに悪化することがないよう

にすること（介護予防）や、自立した生活を確保するため

に必要な支援を行うこと（生活支援）が重要な課題となっ

ています。

　東郷町でも、要介護認定で制度の対象外となる高齢者を

はじめとする在宅の高齢者に対して、介護保険のサービス

とは別に、下記のようなサービスを4月から予定していま
す。

◎配食サービス

　ひとり暮らしや虚弱な方などが、食事の調理が困難な場

合に、ご自宅に食事をお運びするサービスです。

週1回昼食を予定しています。

◎軽度生活支援事業
　ひとり暮らしや虚弱な方などが、在宅で自立した生活が

続けられるよう、また要介護への進行を防止するため、軽

易な日常生活の援助を行うサービスです。

（具体的なサービスの例）

○外出の援助　　（例：外出、散歩の付き添い等）

○食事・食材の確保　（例：宅配の手配、食材の買い物等）

○掃除・洗濯

○その他

◎生きがい活動通所支援
　東郷町デイサービスセンターで実施。同じ地区の方々と

趣味活動（生きがいづくり）、食事、入浴、ゲームなどを行

います。送迎付きです。

※お問い合わせ先　やすらぎ館（TEL69－3367）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉

三の古跡題

一一

東郷中学校で立志式
　今年で20回目となる平成11尋

年度の立志式が東郷中学校で壱

2月7日（月）に行われました。

幸
壱
菩
尋
菅
寺
曇
尋
条
菅
条
尋
母
尋
尋
壱
壱
尋
条
壱
壱
尋

璽，篭

」　09

　　　　　　　鞘どうこ”り⑧

今年立志式を迎えたのは同校紛i

の2年生44名。’　　　　　　魁
式ではまず、河野充校長先鍵

生が撮上級生である3年生禽
になる前のこの立志式を機会尋
に、自分を見つめ、将来の目1

標を確立し・来るべき21世紀1

雛製1裁難翌1寒
る・とを心から願っていま‡

す」と話をしました。　　　　条
続いて都甲欣一教育長、山1

踵男PTA会長の祝辞の後噂

2年生全員が立志の証を発受
表、それぞれの決意を誓って蓼

いました・　　　　1
　　　　　　　　　　　　寺

　　　　　〃
　屡　冠
　ヘ　　リロ

灘　二君

☆★☆山陰保育園☆★☆

叢　男凝嘉1糀、，i

　　　　父：那須春夫さん

　　　　　　　厚子さん
醗　　　　　○好きな食べ物は何で

　　　　　すか？
　　　　　ハンバーグ

罰　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　　こおり鬼
　　　　○大きくなったら何になり

　　　　　たいですか。

　　　　　消防士

▲「3びきやぎのからからどん」を読んで

善
～

じあをじ

戦

▲ぐるんばの幼稚園

．．メ塞

　　β駕、

評議　中野原一の

直野豪士くん（6歳）

父：直野吉範さん

母：　　里美さん

○好きな食べ物は何で

　すか？

　カレーライス
○好きな遊びは何ですか？

こおり鬼

○大きくなったら何に

　なりたいですか。

　プロゴルファー

　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
自
動

車
の
運
転
者
は
、
幼
児
用
補
助
装
置

（
保
安
基
準
に
適
合
し
た
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
）
を
使
用
し
な
い
幼
児
を

乗
車
さ
せ
て
自
動
車
を
運
転
し
て
は

な
ら
な
い
。
と
規
定
さ
れ
、
平
成
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

○
な
ぜ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
。

　
・
自
動
車
乗
車
中
の
死
傷
者
数

が
、
平
成
十
年
は
平
成
六
年
に
比
べ

て
1
2
％
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、

幼
児
の
自
動
車
乗
車
中
の
死
傷
者
数

は
、
5
2
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し

て
い
な
か
っ
た
場
合
の
致
死
率
は
、

使
用
し
て
い
た
場
合
の
四
倍
以
上
。

　
・
抱
っ
こ
で
支
え
き
る
の
は
、
時

速
5
～
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
限
度
。

　
急
停
車
し
た
時
、
こ
れ
以
上
の
速

度
に
な
る
と
力
一
杯
抱
き
と
め
よ
う

と
し
て
も
、
腕
を
す
り
抜
け
赤
ち
ゃ

ん
は
飛
び
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
大
人
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
あ
る
よ

う
に
、
子
ど
も
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド

9
』

セ 酬
（
）

o の

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

　
使
用
義
務
化

－
平
成
十
二
年
四
月
一
日
施
行
1

駐
在
所
だ
よ
り

シ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

○
正
し
く
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
単
に
車

に
取
り
付
け
た
子
ど
も
の
イ
ス
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
義
務
化
さ
れ
、
し
ょ

う
が
な
い
か
ら
付
け
る
」
の
で
は
な

く
、
万
一
の
事
故
に
備
え
子
ど
も
を

守
る
た
め
必
要
な
も
の
で
す
。

　
取
扱
説
明
書
を
よ
く
見
て
固
定
金

具
等
も
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
時
は
…
孫
が
盆
、
正
月
に

遊
び
に
来
る
が
、
一
～
二
回
乗
せ
る

の
に
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
。　

レ
ン
タ
ル
店
の
利
用
、
各
地
区
交

通
安
全
協
会
等
で
の
無
料
貸
出
制
度

の
利
用
が
で
き
ま
す
。

〇
一
部
使
用
義
務
が
免
除
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

○
使
用
義
務
違
反
の
反
則
点
数
は
1

点
で
す
。

・
も
ち

。
し
．
ぜ

一

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　　鞭どうこ”り⑭　　　　　　お知らせ
く《イフフオ：メーシゴン》》

町
臨
時
職
員
募
集

　
町
の
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▽
勤
務
地
役
場
及
び
各
出
先
機
関

▽
職
　
　
種
　
事
務
・
看
護
婦
・
用

務
員
・
調
理
員
・
保
母
等

▽
学
　
　
歴
　
問
い
ま
せ
ん

▽
期
　
　
間
　
平
成
1
2
年
4
月
1
日
～

▽
申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
に
履
歴

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
平
成
1
2
年
3
月
1
5
日

▽
条
　
　
件
　
2
ヶ
月
以
上
勤
務
す

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
現
在
の
健

康
保
険
等
を
脱
退
し
て
新
た
に
加
入

で
き
る
方
。

※
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

奨
学
生
募
集

　
平
成
1
2
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
き
続
き
5
年
以
上
在

住
し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在

学
し
て
い
る
者
。
ま
た
こ
れ
か
ら
学

校
に
進
学
す
る
者
。

▽
貸
与
申
込

　
申
込
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
し
込
む
方
も
、
継
続
し
て
利

用
さ
れ
る
方
も
在
学
証
明
書
を
必
ず

添
え
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

▽
貸
与
額

　
高
校
生
　
月
額
　
2
万
円

　
大
学
生
　
月
額
　
3
万
円

▽
申
込
締
切
日

　
平
成
1
2
年
4
月
2
0
日
（
木
）

▽
貸
与
決
定

　
5
月
中
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
総
務

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

町
営
住
宅
中
野
原
団

地
入
居
者
募
集

▽
募
集
戸
数
　
4
戸

▽
募
集
期
間
　
3
月
1
日
～
3
月
2
4
日

▽
入
居
資
格
　
現
に
同
居
し
、
又
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
者

で
政
令
月
収
が
2
0
万
円
以
下
の
者

▽
応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

入
居
を
希
望
す
る
者
の
所
得
証
明
書

又
は
源
泉
徴
収
票
の
写
し
（
平
成
1
0

年
分
）
及
び
家
族
構
成
を
証
す
る
保

険
証
等
の
写
し
を
添
付
。

▽
住
宅
使
用
料
　
所
得
に
応
じ
て
、

2
0
、
8
0
0
円
～
6
0
、
4
0
0
円

▽
入
居
の
時
期
　
3
月
末
頃

▽
選
考
方
法
　
募
集
戸
数
を
超
え
る

場
合
は
、
抽
選
及
び
公
平
な
方
法
で

選
考
　
　
　
．
．
，

▽
申
込
用
紙
　
建
設
課
に
お
い
て
あ

り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
建
設
課
（
盈
6
9

1
3
9
0
6
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

離
農
給
付
金
支
給
事
業
が

平
成
1
2
年
5
月
1
5
日
で
終
了

離
農
給
付
金
制
度
と
は

　
離
農
者
に
対
し
て
、
離
農
に
際
し

一
時
金
と
し
て
、
離
農
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
農
業
を
や

め
よ
う
と
す
る
方
の
経
営
移
譲
を
援

助
、
促
進
す
る
と
と
も
に
そ
の
農
地
等

を
他
の
専
業
的
農
業
者
の
経
営
規
模

拡
大
に
役
立
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

離
農
給
付
金
の
受
給
を
希
望
す
る
方

は
、
基
準
日
に
自
作
地
を
3
0
ア
ー
ル

以
上
所
有
し
て
い
る
2
0
歳
以
上
、
6
0

歳
未
満
の
農
業
経
営
者
で
あ
る
こ
と

等
の
要
件
が
あ
り
、
ま
た
、
処
分
の
相

手
方
に
つ
い
て
も
、
個
人
の
場
合
は
、

60

ﾎ
未
満
の
農
業
者
年
金
の
加
入
者

で
あ
る
こ
と
等
要
件
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
離
農
給
付
金
の
受
給
を
希
望
す
る

方
は
、
平
成
1
2
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
農

業
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
、
農
業
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
智
6
9
1
3
9
1
0
（
直
通
）

春
期
全
国
火
災

予
　
防
　
運
　
動

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な

る
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
年

も
3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
7
日

間
、
春
期
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

重
点
目
標
は

・
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

・
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
体
制
の

　
充
実

・
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防

　
火
安
全
対
策
の
徹
底

・
林
野
火
災
予
防
対
策
の
徹
底

・
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生

　
防
止
対
策
の
推
進

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
本
町
で
も
こ
の
季
節
に
な

る
と
林
野
火
災
等
の
発
生
す
る
確
率

が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
火
入
れ

等
を
行
う
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を

行
い
、
火
入
れ
を
行
う
上
で
の
取
り

決
め
事
項
を
必
ず
守
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。心

配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
3
月
2
1
日
㈹
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
随
時

愈
講

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
2
月
4
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
迫
野
内
の
木
村
平
秋
さ
ん
か
ら

（
フ
ミ
子
さ
ん
・
8
7
歳
逝
去
）

◎
越
表
の
谷
岡
繁
さ
ん
か
ら

（
明
さ
ん
・
6
5
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
小
林
猛
さ
ん
か
ら

（
久
美
子
さ
ん
・
5
8
歳
逝
去
）

◎
二
瀬
の
関
野
勝
義
さ
ん
か
ら

（
文
昭
さ
ん
・
2
0
歳
逝
去
）

◎
書
契
の
高
木
茂
代
子
さ
ん
か
ら

（
元
秋
さ
ん
・
7
1
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
谷
口
志
郎
さ
ん
か
ら

（
ケ
サ
エ
さ
ん
・
9
1
歳
逝
去
）

結

婚

お

幸
せ
に

安

藤

輝

雅

喜

寺

迫

赤
ち

ゃ

ん

の

氏
名

保
護
者
名

住

所

出

生（一
　1　，
三月蓄
で届

転蠣
　）

谷 寺 小 関 小 谷 小 木 高 死

ロ
ケ
サ

田
タ

泉
ノ
、
ナ

属
文

川
勇

岡 林
久
美

村
フ
ミ

木
元氏
名

亡
ご

（松黒

ｺ木

氏

工 ミ 子 昭 夫 明 子 子 秋 冥
福 知均 名

91 95 83 20 94 65 58 87 71 年 を
祈 代志

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢 り

鶴
野

小
野

迫
野

福 田 越 羽 迫
野

寺 住
ま
す 日

向
迫
野

住

内 田 内 瀬 野 表 坂 内 迫 所 市 内 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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